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0から0.1へ。
「環境意識を0から0.1へ」を
モットーに、環境についての
啓発活動を行ってきた所沢市
マチエコ大使の上田マリノさん。
今では1児の母となった彼女
に、これまでの歩みと今後の
目標を聞きました。
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平成30年（2018年）5月12日

議案第13号　平成30年度所沢市一般会計予算
トコろん健幸マイレージ事業　6,124万9千円

　平成32年に完成予定の「ところざわサクラタウン 　」
に隣接する旧コンポストセンター跡地について民間活力を
活かして利活用するもので、当該跡地の残存施設の解体
や、当該跡地と「ところざわサクラタウン」をつなぐブリッ
ジの整備などを進めるものです。

Ｑ 地産地消の部分で、農家の方も期待を持っている物産
品の販売スペースについて伺いたい。

Ａ 施設の機能の1つとして、公共的な特産品の販売、観光
情報発信スペースを設ける予定である。また外に広場機能
も設けてあり、その中で販売などができればと考えている。

（お問合せ先：商業観光課　☎2998-9155）

当初予算での主な事業の概要

「歩く」ことで健康寿命の延伸を !

【審査日程】
　　3月12・13・14・16・19・20日
　　　　一般会計の質疑・意見・採決
　　　　事業会計、特別会計の質疑・意見・採決

【委員構成】
〈委員長〉近藤　哲男　　〈副委員長〉小林　澄子
末吉美帆子　　城下　師子　　粕谷不二夫　　大石　健一
石本　亮三　　植竹　成年　　亀山　恭子　　荻野　泰男
松本　明信　　桑畠　健也

※一般会計の審議経過については7ページをご覧ください。

予算特別委員会で審査しました

株式会社KADOKAWAと連携して進めています

　平成29年度に所沢市茶業協会とともにフランスで実施
した狭山茶海外展開可能性現地調査に基づき、所沢産狭
山茶の海外展開による販路拡大やブランド化を図るため、
同協会が行う狭山茶の海外展開事業やインバウンドに対
応した取り組みを支援するものです。

Ｑ 多くの国がある中で、フランスを選んだ理由は。

Ａ 狭山茶と似たワインの文化があり、EUの中でもファッ
ションや食の中心である。本当の日本茶を出していくとい
う点で可能性は非常にあり楽しみに思っている。

（お問合せ先：農業振興課　☎2998-9158）

狭山茶を海外へ !

旧所沢浄化センター跡地に展開予定の、株式会社KADOKAWAの新しい製造・物流拠点とともに、図書館・美術館・博物館など
を備えた複合施設のことを指し、クールジャパンの総本山とも言える文化コンプレックスと街づくりの実現を目指すものです。

　「健幸長寿のマチ所沢」を目指し、平成28年度から実施
している事業で、40歳以上の市民を対象に活動量計を貸
与し、歩き・速歩き（中強度運動）を中心とした日常的な
運動を推奨することで、健康寿命延伸を目指すものです。
（国補助率1／ 2、県補助率1／ 3）

Ｑ 今後もポイントで、野菜などを景品とするやり方を続
けるのか伺いたい。

Ａ 歩くことを中心とした健康づくりの事業については継
続したい。しかし補助金も30年度までであり、今後は、費用
面やその他の検証も含め検討したい。

（お問合せ先：健康づくり支援課　☎2991-1813）

議案第13号　平成30年度所沢市一般会計予算
旧コンポストセンター跡地利活用事業（COOL JAPAN

FOREST構想事業）　4億4,688万1千円

議案第13号　平成30年度所沢市一般会計予算
狭山茶海外展開等支援事業　100万円

会議録
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第 186 号

所沢駅西口地区については、土地区画整理事業と市街地再開発事業の一体的施行を行うもので、この事業の他に、所沢駅西口土地
区画整理特別会計において、所沢駅西口土地区画整理事業として、事業区域内の道路整備や宅地整備等の工事を行う予定です。

その他の市長提出議案

全小中学校へのエアコンの導入について調査 所沢駅西口地区が変わります

障害のある人もない人も共に生きる社会を 所沢市の産業振興のために

　暑さ対策として設置する、所沢市にふさわしい小中学校
の空調設備のあり方を検討するもので、空調設備のあり方
（環境負荷）に関する基礎調査について、コンサルタント
を活用し検証を行い、また専門家の意見を取り入れ、教育
委員会で方針を定めるものです。

Ｑ コストの兼ね合いもあるが、環境負荷をなるべく抑え
た冷房の方向性を模索するということでよいか。

Ａ 財政に負荷をかけず、環境にも配慮し、ガス、電気と
いったことも総合的に含めて整備する方向で、全力を上げ
て調査を行っていきたいと考えている。

（お問合せ先：教育施設課　☎2998-9235）

議案第13号　平成30年度所沢市一般会計予算
「マチごとエコタウン所沢構想」に基づく
小中学校空調設備整備調査事業　350万円

　障害者の社会参加を妨げる様々な障壁を取り除き、障害
の有無にかかわらず、共に支え合い、笑顔でいきいきと地
域で自立して生活できる共生社会の実現を目指すため、条
例を制定するものです。

Ｑ 周知の方法と、具体的な施策について伺いたい。

Ａ 条例の中で、市民に対し、障害者への合理的配慮につ
いての努力義務を規定しており、推進事業の中で事業者や
市民への周知啓発を行っていきたい。また当事者間でこじ
れてしまった差別事例の、解決のための附属機関を設置す
ることを盛り込んでいる。

（お問合せ先：障害福祉課　☎2998-9116）

議案第25号 所沢市障害のある人もない人も
 共に生きる社会づくり条例制定について

　所沢市産業振興ビジョンの実現に向けて市民、産業関連
団体等及び市が一体となり実施する産業振興施策の推進に
関し必要な事項の協議を行う附属機関である同会議の運営
等について、条例で定めるものです。

Ｑ 委員のうち、公募市民は1名とのことだが、市内で商売
をしている方の意見聴取について伺いたい。

Ａ 産業について知識や経験のある方を公募する予定であ
る。市内事業者の意見等については、経済動向調査を年2回
行う予定で、また各産業団体の懇談会を開催してご意見を
いただきたいと考えている。

（お問合せ先：産業振興課　☎2998-9157）

議案第23号 所沢市産業振興ビジョン推進会議条例
 制定について

　西武鉄道所沢車輌工場跡地を含む所沢駅西口地区につい
て、本市の表玄関にふさわしい魅力と活力ある街づくりを
行うもので、平成30年度においては、各拠点の回遊性を
高める歩行者動線の設計などを行うものです。

Ｑ 交通バリアフリー基本構想を策定していることから、
そういった部分については当然配慮されるべきものと認識
しているが、いかがか。

Ａ 交通弱者に対する配慮の観点で歩道の整備等を進めて
いる。ペデストリアンデッキを含め、そういった考え方を
持って将来的な方向性を検討していきたい。

（お問合せ先：所沢駅西口区画整理事務所　☎2903-8011）

議案第13号　平成30年度所沢市一般会計予算
所沢駅西口地区まちづくり事業　　11億3,644万8千円
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議員提出議案第2号 「森友学園」疑惑の徹底解明を求める
 意見書について
　学校法人「森友学園」が開設予定だった小学校のため、
財務省・近畿財務局が鑑定価格の9割引きという価格で国
有地を払い下げた疑惑の徹底解明を要望するものです。

議員提出議案第3号 相次ぐ米軍機の事故等の原因究明を
 求める意見書について
　米海兵隊普天間基地所属の垂直離着陸輸送機オスプレイ
が機体の一部を海上に落下させた事故原因の徹底究明、全
米軍機の緊急総点検を米政府と在日米軍に求めるものです。

議員提出議案第4号 洪水回避等を目的とした流量確保の
 ための中小河川の河道掘削の予算の
 確保を求める意見書について
　国土交通省が取りまとめた「中小河川緊急治水対策プロ
ジェクト　」について、地方自治体が活用しやすい施策と
なるよう、3項目について取り組むことを求めるものです。

議員提出議案第5号 バリアフリー法の改正及びその円滑
 な施行を求める意見書について
　全国各地のバリアフリー水準の底上げに向け、4項目に
ついて措置を求めるものです。

手当の格差是正を行います法律等の改正を受けて条例を改正します

意見書 4件を提出 都市型産業の誘致に向けて

議員提出議案

　介護保険法及び指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、条例改正を
行うものです。（主な改正内容は、共生型サービスの位置
付け・人員の配置基準や利用定員の見直し・身体的拘束等
の適正化・介護医療院創設による規定整備です。）

Ｑ 身体的拘束等の適正化のための検討委員会や指針の整
備という内容を含む基準を、今回なぜ作ったのか。

Ａ 身体的拘束については検討委員会を3カ月に1回以上開
催、周知徹底、指針の整備、研修を定期的に行う条件をク
リアし、必要だということを施設全体で理解した上で、や
むを得ず行うことを認めたものである。

（お問合せ先：介護保険課　☎2998-9420）

議案第40号 所沢市指定地域密着型サービスの事業の
 人員、設備及び運営に関する基準を定める
 条例の一部を改正する条例制定について

　重度心身障害者の福祉増進を目的とする重度心身障害福
祉手当について、障害種別による手当額の格差是正のた
め、条例改正を行うものです。（身体障害1級、知的障害
Ⓐの方が減額、精神障害1級の方が増額となります。）

Ｑ 支給額が県内トップとのことだが、持続可能な制度と
していくという考え方で、これ以上また下げ、平均的なレ
ベルにしてしまうのか。

Ａ 制度を持続可能とすること、また精神障害1級の方を
対象とした格差是正を目的とするものだが、今後はまず様
子を見ることとし、当面は減額等は考えていない。

（お問合せ先：障害福祉課　☎2998-9116）

議案第35号 所沢市重度心身障害福祉手当支給条例の
 一部を改正する条例制定について

　本市における企業立地及び設備投資を促進することを目
的として、立地する事業者に土地等を提供した者に対する
奨励制度を新たに設けるほか、奨励金の交付対象となる時
期等を改めるため、所要の改正を行うものです。

Ｑ 今回の改正は、都市型産業を進めることと産業用地を
確保するという2つの視点からきているものか。

Ａ 製造業、情報通信業、自然科学研究所の3業種に関し、
これまで6社に奨励金を出して産業用地の確保を進めてきた
が、今後さらに本市の強みを活かした都市型産業として、
アニメーションやコンテンツ、ICT関連産業といった業種を
誘致していきたいと考えている。

（お問合せ先：産業振興課　☎2998-9157）

議案第44号 所沢市企業立地支援条例の一部を改正する
 条例制定について

意見書の全文についてはこちらから、
「議員提出議案」をご覧ください→

全国の中小河川の緊急点検で抽出した箇所において、今後概ね3年間（平成32年度目途）で、土砂・流木捕捉効果の高い透過型砂防堰堤等の
整備、多数の家屋や重要な施設の浸水被害を解消するための河道の掘削等、洪水に特化した低コストの水位計の設置を推進するものです。
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討論　̶議案に賛成・反対します̶

賛否が分かれた審議結果

議案第13号　平成30年度所沢市一般会計予算　※再生可能エネルギー普及推進事業
・所沢市の考えと同じ方向を向いて一緒に会社経営をしていくためには、普通決議が可能な過半数の株式を持
つ必要がある。本来は、会社を清算する時に必要な特別決議が可能な3分の2以上の出資比率にすべきである
が、所沢市51%、所沢商工会議所10%、飯能信用金庫10%の出資で3分の2を占めることができている。所沢商

工会議所、飯能信用金庫の参画は、強力なビジネスパートナーになり得るため、所沢市の出資比率は妥当である。
・職員の努力によるボトムアップの事業案であり、市民の幸せを願い、事業化させ、信念を貫くこの職員の姿勢を高
く評価したい。

・所沢市、JFEエンジニアリング㈱が100%出資しているアーバンエナジー㈱、飯能信用金庫、所沢商工会議所
が出資して立ち上げる新電力会社への所沢市の出資金について、予算特別委員会では、出資比率や債務等のリ
スク、電力の約7割を市外から調達することへの疑問などが出され、アーバンエナジー㈱、飯能信用金庫に対し、

参考人の出席を求めた。両者からは日程調整が難しいとの理由で書面による回答があったが、審議を深める十分な内
容ではなかった。またこの出資金には課題が多く、出資金510万円を削除する修正案に賛成する。
・第三セクターである新電力会社をつくるに当たり、全議員に対する説明会1回だけでは賛否を判断する時間がなかっ
た。設立に取り組む熱意は理解するが、市民の税金を投入する第三セクターにはより慎重かつ丁寧な説明が必要であ
る。株主間契約の素案などが決まった後に改めて提案すべきと考える。

ખ
ৌ

එ
ਛ

議案第35号　所沢市重度心身障害福祉手当支給条例の一部を改正する条例制定について
・身体障害、知的障害、精神障害の公平性の見直しを行ったものと考えるが、不満の意見もあると認識してい
る。しかし改正後も県内トップクラスを維持していることについて評価できる。
・障害福祉に関する経費は年々増加しているが、障害者総合支援法の改正に伴う新サービスの開始、日中一時

支援事業における重度障害者の受け入れ促進など、障害者の新たなニーズに応えるため予算を増額するなど工夫が見
られる。身体障害、知的障害、精神障害に対する公平性の観点から見直しは理解でき、評価する。

格差是正を図るとして、身体障害1級と知的障害Ⓐの手当てを引き下げ、精神障害1級の手当を引き上げるもの
であるが、所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例も同時に提案されている中、この条例とも
矛盾している。障害者同士を対立させるのではなく、障害種別にかかわらず、支援策全体の拡充が必要である。

ખ
ৌ

○：賛成　　×：反対

議案番号 議　案　件　名 付託委員会

公明党

谷
口
　
雅
典

松
崎
　
智
也

赤
川
　
洋
二

石
本
　
亮
三

末
吉
美
帆
子

島
田
　
一
隆

近
藤
　
哲
男

入
沢
　
　
豊

石
原
　
　
昂

大
石
　
健
一

平
井
　
明
美

小
林
　
澄
子

城
下
　
師
子

荒
川
　
　
広

矢
作
い
づ
み

越
阪
部
征
衛

松
本
　
明
信

大
舘
　
隆
行

中
　
　
毅
志

青
木
　
利
幸

粕
谷
不
二
夫

秋
田
　
　
孝

中
村
　
　
太

桑
畠
　
健
也

浅
野
美
恵
子

杉
田
　
忠
彦

荻
野
　
泰
男

村
上
　
　
浩

西
沢
　
一
郎

吉
村
　
健
一

亀
山
　
恭
子

植
竹
　
成
年

福
原
　
浩
昭

至誠自民クラブ 自由民主党 日本共産党 リベラル所沢
自由民主党・
無所属の会

未来

結　果

第35号

第18号

第17号

第10号

第2号

（原案）
※2

（修正案）
※1

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

所沢市重度心身障害福祉手当支給条例の一部
を改正する条例制定について

平成30年度所沢市介護保険特別会計予算

第19号 平成30年度所沢市後期高齢者医療特別会計予算

第21号 平成30年度所沢市下水道事業会計予算

第38号 所沢市介護保険条例の一部を改正する条例制
定について

第40号
所沢市指定地域密着型サービスの事業の人員、
設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例制定について

第41号

所沢市指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例制定について

平成30年度所沢市国民健康保険特別会計予算

所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例及び所沢市常勤の特別職の職員の給与等
に関する条例の一部を改正する条例制定について

平成29年度所沢市一般会計補正予算（第7号）

平成30年度所沢市一般会計予算

健康福祉

健康福祉

予算特別

予算特別

予算特別

総務経済

総・健・市・建

予算特別

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

（
議
　
長
）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

原案可決健康福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案可決健康福祉 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○

○

原案可決予算特別 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

×

○

×

○

※1 予算特別委員会において、委員より提出された修正案が可決されたものです。　※2 修正案が否決されたため、原案について採決を行いました。採決は、記名投票により行いました。
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平成30年（2018年）5月12日

ؙ৮੧ਸ਼��ಀؙ਴ਛ��ফ২ਚ૕৘঳ಹভੑ੒઴पणःथमؚ੒઴્શ੻৩ভदସઑؚગে૭ચग़ॿঝॠش൤఺௓
ਤহ঵पणःथ૞અযഃಱऩन॑ষढञ৏఼ؚৠ॑ষःؚ੻৩ऊै઀লऔोञఊਫ੧॑එਛ੗ਯद૭ৠखऽखञ؛
ؙजभ৏মভ৮द఼ৠ॑ষढञधऒौؚ੻৩ভदभఊਫ৖ী॑එਛ૘ਯद౯ৠؚਉ੧॑එਛ੗ਯद૭ৠखऽखञ؛

平成30年度一般会計予算を可決しました

予算特別委員会で修正案が提出された事業の概要

参考人招致を行いました

　再生可能エネルギーを利用した電力利用を推進し、市域から排出される温室効果ガス排出量を削減するとともに、自然
に寄り添う持続可能な地域社会の実現に寄与することを目的に、新電力会社を設立して電力小売事業を実施し、また市域
における再生可能エネルギーの導入を図るものです。（平成30年10月の電力供給開始を予定）
　会 社 名：（仮称）株式会社ところざわ未来電力
　連携会社：JFEエンジニアリング㈱、飯能信用金庫、所沢商工会議所　
　出 資 金：1,000万円（所沢市51%、JFEエンジニアリング㈱29%、飯能信用金庫10%、所沢商工会議所10%）

　新電力会社において実際に電力供給を行う予定のアーバンエナジー㈱、また連携会社の飯能信用金庫それぞれの代表の
出席を求めたところ、欠席の返事をいただきましたが、両者から書面による意見の提出があり、この文書をもって参考人
への意見聴取の回答としました。

〈アーバンエナジー㈱への質問及び回答（要旨）〉

Ｑ 電気の卸売価格に関して、現在、販売している価格よりも安価で販売する意向を持っているか。

Ａ 燃料調整費等の社会情勢を踏まえつつ、できるだけ安価にお届けできるよう努めていく。

Ｑ 70%の出資比率が提案された経過があるが、いつの段階で、どのような根拠でどちらから提案されたのか。

Ａ 協議の中で、所沢市より、例として市70%、弊社30%とする案が示されたものである。

〈飯能信用金庫への質問及び回答（要旨）〉

Ｑ 市は「損失補償、担保不要」と説明したが、当初1回限りか、会社が永続する限り継続するのか。

Ａ 弊金庫では、融資の際に債務保証も担保も必要としていない。基本的に会社が永続する限り継続するが、会社の経営権が
市から他社に移り、代表者が市長や副市長でなくなった場合には改めて協議することになる。

予算特別委員会で提出された修正案の概要
　再生可能エネルギー普及推進事業のうち、新電力会社については議論の余地が残っていることから、設立に係る市の
出資金510万円について、議案第13号平成30年度一般会計予算から削除するものです。

●議案第13号に係る審議経過

議案第13号 平成30年度所沢市一般会計予算
再生可能エネルギー普及推進事業　1,010万円

本会議 予算特別委員会
市長から
議案提出

質疑
参考人招致 修正案提出 修正可決

予算特別委員会
へ付託

本会議
委員会での
修正案否決

原案可決

本会議での採決におけるそれぞれの議員の賛否については、6ページ下部の「賛否の分かれた審議結果」をご参照ください。
また予算特別委員会会議録については、3ページの右上の記事のQRコードをご利用ください。
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臨時会を開催しました
　2月9日、平成30年第1回（2月）臨時会を開催し、市長から提出されま
した以下の議案を可決しました。
議案：議案第1号　所沢市立山口中学校西側擁壁（土留め杭）復旧工事請

負契約締結について
概要：台風第21号の影響で、山口中学校用地西側斜面の擁壁が高さ約

15m、横幅約40mに渡り崩壊したことについて、住民の生活再建、
使用不可となっている屋内運動場の早期開放や被害拡大防止のた
め、擁壁の復旧工事を行うものです。※本議案は、復旧工事のため
に必要な土留め杭を打つ工事について契約締結を行うものです。

政策討論会を開催しました
　2月10日（土）に所沢市こどもと福祉の未来館において、法政大学法学
部教授　廣瀬克哉氏をコメンテーターに迎え、政策討論会『学校施設の整
備（エアコンなど）について』を開催し、56人の方々にお集まりいただ
きました。
●「小中学校のエアコン問題を振り返る」として、議員がエアコン問題に
ついて、経緯を説明しました。
●『二元代表制の「設計思想」・学校施設という課題』について、廣瀬先生
からお話しいただきました。
●参加議員6人が、学校施設について討論を行いました。

　所沢市議会は議会改革の先進都市として、全国から多くの議会の方々が
行政視察にお越しいただいています。
　平成29年度は、全国から25議会、延べ245人が視察に来られました。
おもな視察内容は、議会改革全般、議会基本条例、議会評価、議会報告会、
政策討論会、広聴広報、議会だより、みみ丸カフェ、SNSなど。
　視察の応対は、毎回、議員が数名で行っており、議員同士、忌憚のない
活発な意見交換を行っています。

行政視察受入状況報告

Topics!

Topics!
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みみ丸カフェ2018を開催します
　所沢市議会とのパートナーシップ連携協定を締結している早稲田大学の
扇原　淳教授をファシリテータ―に迎え、大学生や高校生など若い世代を
中心とした、ワールドカフェスタイル（※）による市民の方々と議員との懇
談会「みみ丸カフェ2018」を開催します。

　　7月28日（土）14：00～　市役所3階全員協議会室

（※）カフェのようなリラックスできる空間の中、参加者が一定のルール
に沿って自由に会話をすることで、創造的なアイディアを生み出し
たりお互いの理解を深めることを目的とする会議の手法です。

※参加者については、公募はせず、市民の中からの無作為抽出等での募集を行う予定です。

議会報告会を開催します
　議会をより身近なものに感じていただけるよう、議会情報を議員が直
接、市民のみなさんに報告・説明するとともに、ご意見を市政に反映させ
るため、議会報告会を開催します。今回の議会報告会では平成30年3月定
例会の内容について、ご説明します。
　1．定例会内容報告・質疑応答　2．市政全般に対する質疑応答・意見交換
　5月19日（土）14：00～　吾妻まちづくりセンター
　5月23日（水）19：00～　市役所3階全員協議会室

※入場無料。手話通訳があります。※ご来場に当たっては公共交通機関をご利用ください。

建設環境常任委員会の主催による政策討論会を行います。
　7月7日（土）13：30～　所沢市こどもと福祉の未来館1階多目的室1号・2号
　テーマ：人口減少と街づくり（空き家だらけの街を防ぐには）
　内容：ファシリテーターによる講演、議員による討論会などを予定
　ファシリテーター：筑波大学システム情報系社会工学域教授　谷口　守氏

※入場無料。手話通訳があります。※ご来場に当たっては公共交通機関をご利用ください。
※預かり保育を実施します。6月29日（金）までに議会事務局までお申込みください。

政策討論会を開催します

Topics!

Topics!

平成28年度に開催した
みみ丸カフェ2016の様子

平成28年度に健康福祉常任委員会の
主催で開催した政策討論会の様子
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語
法
制
定
に
意
見

書
が
出
さ
れ
、
市
内
の
当

事
者
団
体
か
ら
熱
望
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

手
話
言
語
条
例
を
単
独
制

定
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

A
制
定
市
に
お
け
る
取

り
組
み
は
、
手
話
通
訳
者

の
養
成
、
手
話
講
習
会
開

催
な
ど
本
市
で
既
に
取
り

組
ん
で
い
る
内
容
で
あ
る
。

ま
た
今
回
の
条
例
で
は
、

多
種
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
手
段
の
普
及
啓

発
を
市
が
率
先
し
て
行
う

こ
と
を
定
め
て
い
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
が
あ
る
中
、

意
思
疎
通
手
段
も
多
種
多

様
で
あ
り
、
個
々
の
条
例

化
は
現
実
的
で
は
な
い
た

め
、
今
回
の
条
例
に
手
話

言
語
条
例
の
要
素
を
盛
り

込
ん
だ
。

平成3年に12号線（大江戸線）が練馬～光が丘間で開業したことを受け、東武東上線と西武池袋線に挟まれた鉄道不便地域の解消を目的に、練馬区、
新座市、清瀬市、所沢市で構成する「都市高速鉄道12号線延伸促進協議会」においてJR武蔵野線までの延伸を目指し協議を行っています。

（
議
案
第
25
号
）
所
沢
市
障
害
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き
る

社
会
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

都
市
高
速
鉄
道
12
号
線
の

延
伸
に
つ
い
て

Ｑ
有
事
の
場
合
の
緊
急

放
送
は
別
と
し
て
、
日
ご

ろ
の
災
害
、
防
災
に
対
す

る
市
民
へ
の
意
識
づ
け
の

啓
発
に
つ
い
て
、
約
2
万

1
，0
0
0
件
の
登
録
者
数

が
あ
る
ご
み
分
別
ア
プ
リ

と
の
連
携
や
、
L
I
N
E

な
ど
の
S
N
S
を
利
用
し

た
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
運

用
が
で
き
な
い
か
。

A
ご
み
分
別
ア
プ
リ
や

S
N
S
、
位
置
情
報
に
連

動
し
て
情
報
を
受
信
で
き

る
ヤ
フ
ー
防
災
ア
プ
リ
な

ど
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
発
信
ツ
ー
ル
が
あ
り
、効

果
的
な
情
報
発
信
に
つ
い

て
今
後
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ
平
成
31
年
度
に
米
軍

所
沢
通
信
基
地
内
東
西
連

絡
道
路
が
開
通
予
定
で
あ

る
が
、
道
路
上
空
で
飛
行

訓
練
が
行
わ
れ
る
と
、
市

民
生
活
の
安
全
が
保
た
れ

な
い
。
基
地
内
で
の
飛
行

訓
練
の
中
止
を
求
め
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
飛
来
に
つ
い
て
市
民
か

ら
通
報
等
が
あ
っ
た
場
合
、

北
関
東
防
衛
局
を
通
じ
米

軍
に
確
認
し
て
お
り
、
ま

た
平
成
28
年
5
月
に
夜
間

飛
行
訓
練
を
控
え
る
よ
う

書
面
で
の
申
し
入
れ
を
行

う
な
ど
し
て
い
る
。
東
西

連
絡
道
路
開
通
ま
で
は
ま

だ
時
間
が
あ
り
、
引
き
続

き
状
況
把
握
に
努
め
な
が

ら
必
要
に
応
じ
て
申
し
入

れ
を
行
う
な
ど
検
討
し
て

い
き
た
い
。

米
軍
所
沢
通
信
基
地
内
に
お
け
る

飛
行
訓
練
の
中
止
を

日本共産党
矢作いづみ

リベラル所沢
末吉美帆子

防
災
に
関
す
る

情
報
発
信
ツ
ー
ル
に
つ
い
て

公明党
福原　浩昭

質
疑
及
び

　
一
般
質
問

至誠自民
クラブ
中村　太
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平成30年（2018年）5月12日

2月1日に彩の国さいたま人づくり広域連合により行われた椿峰中央公園の利活用社会実験では、キッチンカーが乗り入れて飲み
物や軽食のサービスが行われ、約80人の方が集まりました。

Ｑ
椿
峰
中
央
公
園
の
利

活
用
社
会
実
験
　
の
よ
う

に
、
民
間
事
業
者
が
公
益

性
や
公
共
へ
の
貢
献
を
保

つ
こ
と
を
前
提
に
公
園
を

使
っ
た
収
益
事
業
を
行
う

こ
と
は
、
住
民
の
外
出
機

会
創
出
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

形
成
、
防
災
力
向
上
な
ど

高
い
効
果
が
あ
る
が
、
支

援
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

A
民
間
事
業
者
が
市
管

理
の
公
園
で
収
益
事
業
を

行
う
場
合
、
ま
ず
は
事
業

者
か
ら
所
沢
市
都
市
公
園

条
例
に
基
づ
く
申
請
を
受

け
、
公
共
の
福
祉
、
近
隣

住
民
や
他
の
利
用
者
へ
の

支
障
の
有
無
な
ど
を
勘
案

し
、
そ
の
上
で
市
の
施
策

推
進
や
公
園
の
活
性
化
、

利
用
増
進
な
ど
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
れ
ば
支
援
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
平
成
18
年
度
か
ら
、

要
保
護
及
び
準
要
保
護
児

童
・
生
徒
の
就
学
援
助
費
、

医
療
費
、
給
食
費
が
市
の

負
担
と
な
っ
た
。
ま
た
生

活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に

よ
り
、
約
4
6
7
世
帯
が

援
助
を
受
け
ら
れ
な
く
な

っ
て
お
り
、
就
学
援
助
を

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ

と
連
動
さ
せ
な
い
方
策
は
。

A
生
活
保
護
基
準
の
見

直
し
が
他
の
制
度
に
で
き

る
限
り
影
響
し
な
い
よ
う

に
対
応
す
る
こ
と
を
基
本

的
な
考
え
方
と
す
る
旨
が

国
か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
就
学
援
助
に
つ
い

て
は
、
国
の
対
応
方
針
を

踏
ま
え
て
判
断
す
る
と
と

も
に
、
近
隣
市
町
村
の
動

向
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
と

就
学
援
助
に
つ
い
て

今
後
の
公
園
活
用
に
つ
い
て

日本共産党
小林　澄子

Ｑ
今
回
、
一
度
に
全
部

の
面
積
を
整
備
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
K
A
D
O
K

A
W
A
や
マ
ル
シ
ェ
の
来

場
者
数
を
見
な
が
ら
順
次

拡
張
し
て
い
く
判
断
も
で

き
た
。
な
ぜ
一
度
に
全
て

整
備
す
る
の
か
。

A
と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ

タ
ウ
ン
の
オ
ー
プ
ン
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
合

わ
せ
る
こ
と
が
、
市
民
の

安
全
、
市
の
文
化
や
経
済

面
の
発
展
に
最
も
効
果
的

と
考
え
、
平
成
32
年
7
月

の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

い
る
。
ま
た
敷
地
の
形
状
、

道
路
の
接
道
状
況
、
ブ
リ

ッ
ジ
を
か
け
る
上
で
の
サ

ク
ラ
タ
ウ
ン
と
の
位
置
関

係
等
を
勘
案
し
、
跡
地
全

て
を
利
活
用
す
る
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

Ｑ
ご
み
の
持
ち
込
み
、

収
集
の
有
料
化
に
は
ご
み

排
出
量
の
削
減
効
果
が
あ

る
。
ま
た
エ
コ
の
観
点
か

ら
も
、
有
料
化
の
検
討
を

し
て
は
ど
う
か
。

A
持
ち
込
み
ご
み
の
有

料
化
は
、
ご
み
減
量
化
や

他
市
か
ら
の
越
境
ご
み
防

止
に
も
効
果
的
と
認
識
し

て
お
り
、
議
論
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
般
の

ご
み
収
集
の
有
料
化
は
、

平
成
26
年
3
月
定
例
会
で

の
答
弁
と
同
様
に
、
減
量

化
・
資
源
化
施
策
の
効
果

が
で
な
い
場
合
に
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

ご
み
の
持
ち
込
み
・
収
集
の

有
料
化
の
検
討
を

至誠自民
クラブ

桑畠　健也

（
議
案
第
13
号
）旧
コ
ン
ポ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
跡
地
利
活
用
事
業
に

つ
い
て

未来
松崎　智也

Ｑ
改
札
口
完
成
に
必
要

な
土
地
な
ど
物
理
的
な
課

題
は
解
決
し
、
残
る
は
西

武
鉄
道
株
式
会
社
と
の
基

本
協
定
で
あ
る
。
締
結
に

向
け
、
市
長
は
ど
の
よ
う

な
方
針
で
臨
む
の
か
。

A
必
要
な
用
地
を
平
成

29
年
度
中
に
全
て
取
得
で

き
る
運
び
と
な
り
、
平
成

30
年
度
内
に
は
基
本
協
定

を
締
結
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
費
用
対
効
果
や
利

用
者
要
望
な
ど
に
も
配
慮

し
、
地
権
者
、
西
所
沢
駅

西
口
改
札
口
開
設
期
成
会

の
皆
様
の
思
い
を
明
記
し
、

確
か
な
合
意
を
図
る
よ
う

必
ず
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ
保
育
士
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
乳
幼
児
の
呼
吸

の
停
止
な
ど
を
感
知
す
る

ベ
ビ
ー
セ
ン
サ
ー
を
導
入

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ

れ
な
り
の
費
用
は
か
か
る

が
、
市
内
保
育
園
で
検
討

し
て
い
く
価
値
は
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

A
保
育
施
設
で
の
児
童

の
安
全
対
策
に
対
す
る
国

の
補
助
事
業
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
お
り
、
保
育
士

の
負
担
軽
減
及
び
事
故
防

止
に
つ
い
て
は
非
常
に
重

要
と
考
え
て
い
る
が
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
、
人
材

不
足
の
状
況
か
ら
も
処
遇

改
善
を
ま
ず
は
最
重
要
課

題
と
捉
え
て
い
る
。
ベ
ビ

ー
セ
ン
サ
ー
の
導
入
補
助

に
つ
い
て
は
、
効
果
や
他

市
の
導
入
状
況
等
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

ベ
ビ
ー
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
た

保
育
士
の
労
働
環
境
改
善
を

西
所
沢
駅
西
口
開
設
に
つ
い
て

公明党
村上　浩

未来
谷口　雅典

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊
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Ｑ
2
0
2
0
年
に
合
わ

せ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
所
沢

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ

ー
ズ
の
改
修
が
行
わ
れ
る
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

後
、
大
き
な
目
玉
と
な
る

事
業
の
実
施
も
必
要
か
と

思
う
が
見
解
は
。

A
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
の
2
0
2
0
年
春
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

を
予
定
し
て
お
り
、
多
様

性
や
国
際
性
、
日
本
文
化

の
再
認
識
な
ど
の
視
点
か

ら
、
文
化
オ
リ
ン
ピ
ア
ー

ド
　
を
含
む
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た

都
内
の
公
共
ホ
ー
ル
の
不

足
を
ミ
ュ
ー
ズ
で
受
け
止

め
る
意
図
も
あ
る
。
事
業

に
ご
期
待
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
ホ
ー
ル
の
P
R
に

も
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
市
長
が
エ
ア
コ
ン
を

全
小
中
学
校
に
設
置
す
る

決
断
を
し
た
が
、
狭
山
、

入
間
、
飯
能
、
越
谷
の
各

市
は
平
成
29
年
度
中
に
設

置
を
終
え
、
川
越
市
は
30

年
度
に
工
事
を
終
え
る
予

定
で
あ
る
。
本
市
で
も
31

年
度
に
設
計
に
入
れ
る
よ

う
に
計
画
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
取
り
組
み

方
と
意
気
込
み
は
。

A
予
算
計
上
し
た
調
査

事
業
の
調
査
報
告
を
も
と

に
関
係
部
署
と
精
査
・
連

携
し
、
経
済
性
や
地
球
温

暖
化
防
止
な
ど
の
観
点
か

ら
、
事
業
の
優
先
度
や
財

政
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら

整
備
に
向
け
努
力
し
た
い
。

全
小
中
学
校
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

リベラル所沢
赤川　洋二

至誠自民
クラブ

荻野　泰男

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
つ
い
て

Ｑ
携
帯
電
話
の
使
用
に

つ
い
て
、
若
い
人
ほ
ど
生

涯
電
磁
波
被
ば
く
量
が
増

え
、
健
康
被
害
が
大
き
く

な
る
と
の
論
文
も
あ
る
。

電
子
黒
板
の
設
置
に
当
た

り
、
電
磁
波
の
知
識
を
学

ん
だ
り
、
子
ど
も
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
と
察
知
し
た

場
合
、
導
入
の
再
検
討
を
。

A
電
子
黒
板
に
つ
い
て

は
今
後
、
検
証
し
な
が
ら

そ
の
方
向
性
を
定
め
て
い

く
こ
と
と
な
る
が
、
例
え

ば
、
最
前
列
の
机
と
電
子

黒
板
の
距
離
を
離
し
て
対

応
す
る
な
ど
の
配
慮
を
し

な
が
ら
、
十
分
に
検
証
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
創
出
し
、
増
や
し
て

い
く
こ
と
は
必
要
だ
が
、

会
社
を
設
立
し
な
く
て
も

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

倒
産
の
リ
ス
ク
や
価
格
競

争
で
負
け
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
が
い
か
が
か
。

A
市
が
関
与
す
る
地
域

新
電
力
会
社
の
設
立
は
、

電
力
小
売
事
業
の
収
益
を

地
域
に
還
元
、
再
投
資
す

る
こ
と
で
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
運
動
を
広
げ
、

経
済
や
環
境
の
地
域
循
環

を
加
速
さ
せ
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
事
業
者
の
経
営
が

安
定
し
て
お
り
、
設
備
投

資
の
必
要
が
な
く
債
務
保

証
も
担
保
も
い
ら
な
い
な

ど
、
リ
ス
ク
が
非
常
に
小

さ
く
な
る
よ
う
検
討
し
た

上
で
の
設
立
で
あ
る
。

（
議
案
第
13
号
）
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
推
進
事
業

に
つ
い
て

（
議
案
第
13
号
）
I
C
T
機
器

（
I
W
B
）整
備
率
向
上
推
進
事
業

に
つ
い
て

日本共産党
平井明美

Ｑ
現
在
の
用
地
取
得
率

は
93
%
で
、
平
成
33
年
度

の
完
成
を
目
標
と
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

事
業
を
早
く
終
わ
ら
せ
る

た
め
に
も
、
現
在
取
得
し

た
土
地
で
賄
え
る
よ
う
に

計
画
を
見
直
す
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

A
こ
れ
ま
で
土
地
所
有

者
に
は
、
事
業
計
画
や
目

的
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
し
、

交
渉
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
も
、
御
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
努
め
て
い
く
と
と

も
に
、
議
員
提
案
の
趣
旨

も
踏
ま
え
、
今
後
の
進
め

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
公
共
施
設
は
市
民
と

の
共
有
財
産
で
あ
る
。

地
域
住
民
が
主
体
的
に
地

域
の
施
設
に
つ
い
て
議
論

す
る
こ
と
が
大
事
で
、
公

共
施
設
の
あ
り
方
も
地
域

住
民
の
意
思
に
委
ね
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の

十
分
な
情
報
提
供
や
場
の

確
保
と
い
っ
た
取
り
組
み

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

A
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
取
り
組
み
で
は
、

検
討
段
階
か
ら
市
民
の
意

見
を
伺
う
こ
と
が
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
所
沢

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
で
も
、
市
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
施
設
集
約

化
、
複
合
化
等
の
優
先
順

位
や
基
準
を
検
討
す
る
と

し
て
お
り
、
手
法
に
つ
い

て
は
先
進
事
例
を
参
考
に

進
め
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

所
沢
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク

築
造
事
業
に
つ
い
て

自由民主党
大舘　隆行

日本共産党
城下　師子

日本共産党
荒川　広

オリンピック・パラリンピック開催国で行われる文化の祭典。2020年開催国の日本では、あらゆる人々が参加できるプログラム
を全都道府県で実施し、地域を活性化することなどを目標としてリオデジャネイロ大会後に開始しています。
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国や地方公共団体が発注する建設工事等を受注した企業が、その工事の出来高に応じて、工期中にその出来高部分を低利により
随時資金化できる制度で、国土交通省が中小・中堅建設企業の資金繰り対策として行う公的な融資制度です。

Ｑ
第
6
次
所
沢
市
総
合

計
画
前
期
基
本
計
画
の
内

容
は
。
ま
た
、
計
画
策
定

の
自
前
率
は
何
%
な
の
か
。

A
計
画
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
人
と
人
と
の
絆
、

人
と
自
然
の
共
生
を
根
幹

に
据
え
た
将
来
都
市
像
を

実
現
す
る
た
め
の
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
と
し
て
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
る
ま
ち
づ
く

り
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で

活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
よ
る

地
元
産
業
の
振
興
な
ど
の

視
点
か
ら
施
策
の
整
理
を

行
っ
て
い
る
。
基
礎
資
料

収
集
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等

の
業
務
を
除
き
、
本
編
の

執
筆
は
職
員
が
行
っ
て
お

り
、
自
前
率
は
1
0
0
%

で
あ
る
。

Ｑ
本
市
は
余
裕
教
室
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

学
童
保
育
や
他
の
施
設
に

転
用
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
な
い
。
今
後
、
統
廃

合
を
見
据
え
た
複
合
化
計

画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
見
解
は
。

A
和
田
小
、
中
富
小
、

泉
小
で
転
用
可
能
教
室
を

児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
用

し
て
お
り
、
学
校
開
放
な

ど
の
事
例
も
あ
る
。
今
後

は
所
沢
市
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、

長
期
的
な
視
点
で
複
合
化

も
研
究
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
が
、
現
状
の
児
童
・

生
徒
の
推
移
で
は
子
ど
も

た
ち
の
人
間
関
係
や
運
営

に
問
題
が
生
じ
る
学
校
も

な
く
、
現
時
点
で
は
統
廃

合
を
見
据
え
た
学
校
の
複

合
化
の
計
画
は
な
い
。

教
育
施
設
の
複
合
化
に
つ
い
て

リベラル所沢
島田　一隆

第
6
次
所
沢
市
総
合
計
画

に
つ
い
て

自由民主党
越阪部征衛

Ｑ
平
成
27
年
12
月
定
例

会
で
、
公
式
試
合
が
で
き

る
50
ｍ
プ
ー
ル
を
、
東
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
余

熱
を
利
用
し
、
民
間
の
力

を
借
り
て
作
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
考
え
て
い
る
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。
市
長

の
公
約
で
も
あ
る
が
、
現

在
の
状
況
は
い
か
が
か
。

A
公
共
施
設
に
つ
い
て

は
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ

る
た
め
、
や
は
り
民
間
活

力
を
導
入
し
、
マ
チ
ご
と

エ
コ
タ
ウ
ン
の
観
点
か
ら

も
焼
却
熱
を
利
用
し
た
整

備
を
進
め
た
い
。
現
在
、

市
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

意
向
を
確
認
し
て
お
り
、

回
答
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に

広
く
呼
び
か
け
、
応
じ
て

い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
で
も
対
応
し

た
い
。

Ｑ
国
の
制
度
で
あ
る
地

域
建
設
業
経
営
強
化
融
資

制
度　
の
県
内
で
の
利
用

実
績
は
7
自
治
体
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
経
済
活
動

が
活
発
に
な
る
こ
と
は
本

市
の
た
め
に
も
な
る
こ
と

か
ら
、
周
知
も
含
め
、
速

や
か
に
制
度
の
活
用
を
。

A
こ
れ
ま
で
は
、
制
度

の
利
用
に
必
要
で
あ
る
建

設
工
事
請
負
代
金
債
権
の

事
業
組
合
等
へ
の
譲
渡
に

個
別
の
判
断
を
必
要
と
す

る
た
め
、
活
用
が
進
ま
な

か
っ
た
。
し
か
し
金
融
機

関
か
ら
融
資
が
受
け
づ
ら

い
業
者
で
も
、
工
事
請
負

代
金
を
担
保
に
融
資
が
受

け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
業
者
の
資
金
調
達
の

た
め
に
も
制
度
活
用
に
向

け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

建
設
企
業
の
資
金
繰
り
の

た
め
の
制
度
の
活
用
を

焼
却
熱
を
利
用
し
た

温
水
プ
ー
ル
の
検
討
状
況
は

公明党
吉村　健一

公明党
西沢　一郎

Ｑ
高
齢
者
施
設
利
用
者

の
送
迎
用
ワ
ゴ
ン
車
を
、

送
迎
の
間
の
空
き
時
間
に
、

身
近
な
住
民
の
た
め
の
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
的
に
利

用
で
き
な
い
か
。

A
事
業
者
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
う
場
合
は
問
題

な
い
が
、
昨
年
9
月
に
厚

生
労
働
省
が
示
し
た
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
の
実
施
可
能
モ
デ

ル
で
は
、
利
用
料
や
市
の

補
助
を
得
る
場
合
、
福
祉

有
償
運
送
の
登
録
や
自
家

用
自
動
車
有
償
運
送
の
許

可
が
必
要
と
さ
れ
、
事
業

者
の
負
担
が
大
き
い
。
一

方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
同

様
に
、
許
可
や
登
録
が
不

要
な
形
態
に
つ
い
て
は
、

国
で
検
討
中
の
道
路
運
送

法
に
お
け
る
指
針
の
改
正

の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

Ｑ
C
O
2
を
排
出
し
な

い
、
水
素
を
使
用
し
た
燃

料
電
池
自
動
車
の
た
め
の

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設

置
す
る
こ
と
で
想
定
さ
れ

る
効
果
を
伺
い
た
い
。

A
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
市
内
に
で
き
る
こ
と
は
、

交
通
の
低
炭
素
化
推
進
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
、

次
世
代
自
動
車
の
普
及
に

つ
な
が
る
。
本
市
で
は
、

こ
れ
ま
で
マ
チ
ご
と
エ
コ

タ
ウ
ン
所
沢
構
想
に
掲
げ

て
い
る
エ
コ
カ
ー
利
用
の

促
進
に
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
か
ら
も
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
建
設
に
大
変
期
待
し

て
い
る
。

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

設
置
の
効
果
は

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

至誠自民
クラブ
浅野美恵子

高
齢
者
施
設
の
ワ
ゴ
ン
車
の

有
効
活
用
に
つ
い
て



ところざわ市議会だより 第 186 号

14

閉
会
中
の
・・・

定
例
会
が
な
い
と
き
も…

…

こ
こ
で
は
、
定
例
会
の
な
か
っ
た
期
間
に

行
わ
れ
た
、
議
会
や
委
員
会
と
し
て
の
活

動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
、
知
っ
て

い
ま
し
た
か
?

ؙਚ૕৘৮ভदम৮ভ੦ম૖୻दؚ৮ভऋဟരਃঢ়॑ਝ઼दऌॊ຺॑ૠ৒खथ
उॉؚऒभૠ৒प੦तऌؚଞਝभဟരਃঢ়दँॊ৆ੁଢ଼஢ଟ৮ভ॑ਝ઼खथः
ऽघ؛ऒभଟ৮ভपৌखؚઆফ��াपਰৣभ3ඨ৯पणःथ໔ਖखؚऒभञल
௦ண॑ਭऐऽखञ؛ःञटःञ௦ணमؚ
০৏भ৮ভણ৿पણऊखथःऎ੒৒दघ؛

ؙ໔ਖඨ৯
ਚ૕৘ઇ୘੻৩ভपउऐॊٴ
ؙ৔৖ଁ਑भତ૟؞ઈ৷पणःथ
ૐ৺஑੃৘ଡୗपঢ়खथؚٴ
ؙਚ૕৘पउःथ৮૛घसऌୖ਻पणःथ
��਴ਛق৮ভ௬੼ਾઔછٴফ�া௬੼
ؙ఺ल਴ਛ��ফ�া௬੼كपणःथ

Pick up!
1/29　政策研究審議会から答申を受けました

議
会
活
動

ਆ૊৘दَؚ ःगीଆૃ੦ম্ଉُप
णःथଳ௄खऽखञ؛

17日	
  ৘ড়ધઇଞભ੻৩ভଳ௄

ழஏ৘৮ভदَؚ ृउ౞ਟ৮ভُपण
ःथؚఎੴ਩ৗଗ৘दَ଄঻৮ভُप
णःथଳ௄खऽखञ؛

23～24日	
  ઁലઁਾ੻৩ভଳ௄

��঩

��঩
ع
��঩

��঩

��঩

৘ড়ધઇ
ଞભ੻৩ভ

ઁലઁਾ੻৩ভ

৮ভઈ੾੻৩ভ

ઁലઁਾ੻৩ভ

ଳؙ௄

ଳؙ௄

੻৩ভ

੻৩ভ

ਆ૊৘ःगीଆૃ੦ম্ଉपणःथ؞
كઋఱਆ਩ਆ૊৘قؙ

كপଚਿழஏ৘৮ভقउ౞ਟ৮ভपणःथृ؞
كఎੴ਩ৗଗ৘ق଄঻৮ভपणःथ؞

��঩ ੕ਜ৽ੋ
ଞભ੻৩ভ ੻৩ভ ્৒হ੯َষ৆৽੾पणःथُ

઱ਝಉभ੕়ଵ৶पणःथુਁ؞

��঩ ৆ੁଢ଼஢ଟ৮ভ ௦ணभ઀লपणःथ؞
৮৩धभਔৄઐఌ؞

৮ভઈ੾पঢ়घॊহඨपणःथ؞

৘৮ভटेॉਸ਼���ಀपणःथ؞

1月

৆ੁଢ଼஢ଟ৮ভभ
ણ৿पणःथमऒठैڀ
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ؙਚ૕৘৮ভधଫഏিপ৾য৑ఐ৾৾୒੹मؚय़কজ॔ઇ୘भ঳୭धखथؚ
৊প৾भ৾ে॑ৰಆেधखथਭऐোोॊॖথॱشথ३ॵউউটॢছ঒प
ঢ়घॊಁછ॑ഁ੥खऽखञ؛਴ਛ��ফਸ਼1৚ق�াك৒୻ভदमؚ2੡भ
৾েऋৰಆেधखथমভ৮भວലऩन॑ষःऽखञ؛

Pick up!
2/15　インターンシッププログラムに関する覚書を締結 !

ؙ੕ਜ৽ੋଞભ੻৩ভदमؚઆফऊैਁુ઱ਝಉभ੕়ଵ৶पणःथ਄
ॉ঱ऑؚই॓३জॸॕঐॿ४ওথॺكپقभ௴ਡऊै઱ਝभ੕়ଵ৶भ
ু১ಉपणःथؚଳ௄ृ௧୅৓ੴৄभણ৷पेॊ৹ਪ੻౏ऩन॑ষढथ
ऌऽखञ؛ऒोैभ਄ॉੌा॑ुधपؚ2া��঩प৫ಈखञ੻৩ভदؚ
َਁુ઱ਝಉ੕়ଵ৶ੑ઺भ௓ਤपঢ়घॊ઀੉ُ॑ऽधीؚ਴ਛ��ফਸ਼1
৚ق�াك৒୻ভदਾઔखऽखञ؛

ك॔پق ওজढ़दেऽोञৗखः৽੾ଵ৶্ૄदؚ঵ਜ৷ਂ৿ਓقଅ৉ؚ૦੟ؚଡണ੟ؚ
ਝ૟ಉكघसथ॑৽੾पधढथਈిऩ૾ଙق॥५ॺਈ৵ؚ஍ટਈপكद৳થखؚ
ઈ੾खؚ೐੅घॊञीभ੕়৓ऩଵ৶ু১भऒध॑ःःऽघ؛

Pick up!
2/13　市へ提言！公共施設等の総合管理について

�঩
ع
�঩

��঩

�঩

�঩

৉্൉েपঢ়घ
ॊ્શ੻৩ভ

਴ਛ��ফ
ਸ਼�৚ಏৎভ

ઁലઁਾ੻৩ভ

৮ভઈ੾੻৩ভ

ଳؙ௄

ಏৎভ

੻৩ভ

੻৩ভ

৉্൉েपબॊ਄ॉੌापणःथ
पشනি৘पउऐॊఫ૬ਃਓ঵ॡছ५ॱ؞
णःथقশ৙਩නি৘ك
ড়৑਌଑भग़জ॔ঐॿ४ওথॺपेॊ؞
ऽठतऎॉपणःथ
كشઙૄভ঺නিऽठतऎॉढ़থঃॽقؙ

৘শ઀ল৮੧�੯॑ଟ৮؞

��঩ ৘৮ভ ૄؙ๕ ؞َ ॖথॱشথ३ॵউউটॢছ঒पঢ়घॊ
ಁછُഁ੥ૄ

��঩

ਫౢ੻৩শ
৴൪ੈ৮ভ ੈ৮ভ

੻৩ভ

૚੻৩ভभ਄ॉੌापणःथ؞

੕ਜ৽ੋ
ଞભ੻৩ভ

્৒হ੯َষ৆৽੾पणःथُ
઱ਝಉभ੕়ଵ৶पणःथુਁ؞

ലઁਾपणःथઁ؞

৆ੁୈ૛ভ पणःथكग़॔॥থऩनق઱ਝभତ૟ૅ৾؞

৮ভઈ੾पঢ়घॊহඨपणःथ؞

৮ভઈ੾੻৩ভ ੻৩ভ ৮ভઈ੾पঢ়घॊহඨपणःथ؞
2月

শ৙਩නি৘दَؚ නি৘पउऐॊఫ૬
ਃਓ঵ॡছ५ॱش पُणःथ ઙؚૄভ঺
නিऽठतऎॉढ़থঃॽشदَড়৑਌
଑भग़জ॔ঐॿ४ওথॺपेॊऽठत
ऎॉُपणःथଳ௄॑ষःऽखञ؛

5～6日 ৉্൉েपঢ়घॊ
્શ੻৩ভؙଳ௄

����प৫ಈखञ
੕ਜ৽ੋଞભ੻৩ভभ
ভ৮ஈमऒठैڀ
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美
術
大
学
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
中
で
環

境
に
興
味
に
持
ち
、
タ
レ
ン
ト
活
動
な
ど

を
続
け
て
き
た
上
田
さ
ん
。
現
在
は
子
育

て
に
奮
闘
し
な
が
ら
、
今
後
の
活
動
に
思

い
を
馳
せ
る
彼
女
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

┃
環
境
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
。

　
美
術
大
学
で
の
造
形
や
彫
刻
の
授
業
の

中
で
、
ご
み
の
多
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。

い
い
も
の
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
、

な
ぜ
こ
ん
な
に
ご
み
が
生
ま
れ
て
し
ま
う

ん
だ
ろ
う
っ
て
。

　
ま
た
、
世
界
中
の
人
が
日
本
の
よ
う
な

暮
ら
し
を
し
よ
う
と
す
る
と
地
球
の
資
源

が
足
り
な
い
こ
と
に
授
業
の
中
で
気
が
付

い
た
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

を
通
じ
、
い
い
環
境
で
育
っ
た
も
の
や
体

に
優
し
い
も
の
を
食
べ
る
と
い
い
体
づ
く

り
が
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
た
こ
と
な
ど

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
環
境
に
つ
い
て
勉

強
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

┃
そ
の
後
は
エ
コ
ア
イ
ド
ル
と
な
り
、

本
市
の
マ
チ
エ
コ
大
使
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
読
者
モ
デ
ル
を
き
っ
か
け
に
、
そ
う
い

っ
た
活
動
を
通
じ
て
エ
コ
の
こ
と
を
表
現

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
の
間

に
か
エ
コ
ア
イ
ド
ル
と
言
わ
れ
、
自
分
で

は
そ
の
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
で
環
境
の
話
も
聞
い
て
も
ら
え
る
の

で
あ
れ
ば
そ
れ
も
あ
り
か
な
、
と
。

　
マ
チ
エ
コ
大
使
も
、
自
分
を
媒
体
に
、

エ
コ
の
こ
と
や
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
で

き
た
ら
と
思
い
引
き
受
け
ま
し
た
。（
↘
）

－環境を「自分ごと」にするきっかけを発信していきたい－

◎ところざわ市議会だより第186号　作成部数 129,400部、作成経費（1部）　20.8円
次の定例会は 6 月 11 日からの予定です。

埼玉県立芸術総合高等学校、
武蔵野美術大学卒業。モデ
ルやデザイナーの仕事と並行
してエコの普及活動を行って
いる。平成27年より、所沢
市マチエコ大使として活躍中。
「環境意識を0から0.1へ」「エ
コをもっと楽しく」がモットー。

年
、
1
月

下
旬
か
ら

悩
ま
さ
れ
て
い

る
花
粉
症
。
こ

こ
数
年
軽
か
っ

た
症
状
が
、
今
年
は
重
症
で
し

た
。
し
か
し
そ
れ
も
、
5
月
の
連

休
明
け
に
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

（
大
）

　
に
な
る
と
思
う
こ
と
。
そ
れ

は
子
ど
も
達
の
成
長
を
背
中

で
見
守
っ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
。
思
い

出
と
し
て
保
管
す
る
か
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
か
。
や
は
り
こ
の
春
も
考

え
中
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
城
）

下
校
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で
、

長
年
活
動
さ
れ
た
方
と
の
悲

し
い
別
れ
が
突
然
に
来
た
今
春
。

沢
山
の
親
子
に
感
謝
の
心
で
見
送

ら
れ
た
方
は
、
今
も
通
学
路
に
笑

顔
で
…
　
　
　
　
　
　
　
　（
浅
）

　
広
聴
広
報
委
員
会

◎
大
舘
　
隆
行
　
〇
城
下
　
師
子

　
末
吉
美
帆
子
　
　
小
林
　
澄
子

　
石
原
　
　
昂
　
　
荻
野
　
泰
男

　
浅
野
美
恵
子
　
　
吉
村
　
健
一

　
村
上
　
　
浩
　
　
松
本
　
明
信

◎
…
委
員
長
　
〇
…
副
委
員
長

議員たちの・・・

毎

春登

所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝
く人たちをご紹介します。第10回目は所沢市
で生まれ育ち、今でも市内にお住まいの所沢
市マチエコ大使 上田マリノさんにお話を伺い
ました。

Ｑ＆Ａ
所沢から輝け!!

聴かせて！聴かせて！

　
今
は
子
ど
も
も
い
ま
す
し
、
ア
イ
ド
ル

と
は
違
う
方
向
性
を
模
索
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
過
去
に
は
歌
も
出
し
て
い
ま
す

が
、
ほ
か
に
や
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば

私
の
歌
も
ぜ
ひ
歌
っ
て
く
だ
さ
い
（
笑
）

┃
所
沢
市
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

　
所
沢
市
は
緑
も
公
園
も
多
い
し
、
ち
ょ

う
ど
い
い
感
じ
が
と
て
も
好
き
で
す
。

　
た
だ
、
今
宅
配
も
増
え
て
い
て
段
ボ
ー

ル
が
た
く
さ
ん
出
た
り
す
る
の
で
、
雑
紙

の
回
収
が
月
1
回
で
は
な
く
、
も
う
1
回

ぐ
ら
い
あ
る
と
嬉
し
い
か
な
。
ベ
ビ
ー
カ

ー
や
抱
っ
こ
ひ
も
で
は
、
拠
点
回
収
に
行

く
の
は
ち
ょっ
と
大
変
で
す
。

┃
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
環
境
の
こ
と
は
、
な
か
な
か
ア
ク
シ
ョ

ン
し
づ
ら
い
と
思
い
ま
す
が
、
マ
マ
さ
ん

に
は
育
児
に
役
立
つ
こ
と
、
ペッ
ト
を
飼

っ
て
い
る
方
に
は
動
物
愛
護
を
通
じ
て
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
気
に
す
る
ワ
ー
ド

を
使
い
、
環
境
を
「
自
分
ご
と
」
に
す
る

き
っ
か
け
を
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
は
自
分
の
子
育
て
が
落
ち
着
い
た
頃

に
何
か
で
き
る
よ
う
に
、
お
も
し
ろ
い
エ

コ
の
情
報
を
集
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

上田マリノ上田マリノ
Ueda MarinoUeda Marino
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